提案３
自分だけの音を作ろう初めての作曲。


街の音探検にも少しかぶるのですが、川崎の街の音で作る音楽会。
こちらもやはりターゲットは、会員さんの中からの参加公募になります。

大人でも子供でも可能です。
まず前提として、この企画は音（効果音）を使った音楽のジャンルを作曲する。
という内容になります。

作曲というと敷居が高いのですが、ジャンルは幅広くミュージックコンクレートと呼ばれるジャンルがあります。

ミュージックコンクレート
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%82%B8%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88#:~:text=%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%82%B8%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%81%AF%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%83%E3%82%AF,%E9%9F%B3%E6%A5%BD%E3%81%A8%E3%82%82%E8%A8%B3%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%80%82

これは音大などの専門的な学校で出てきますが、現代音楽の一種であり、音楽の歴史の中でも登場するジャンルの一つになります。
また、音符が読めなくてもどんな方でも、簡単に作れるジャンルにもなります。


川崎市ですと、昭和音楽大学、洗足音楽大学でも授業内の一環で取り入れられているようで、それぞれの大学に付き合いのある講師が何名かいるので、企画の際は協力できないか相談を持ちかけることが可能です。

また、このジャンルを使って各音大などからも協力を仰げればですが、
工夫してアクースモニウムという装置を使ったコンサート形式にしても面白いかと思います。
実際に、洗足音大や昭和音大だけでなく全国の各音大の教授や講師たちが集まって立ち上げた協会もあり、アクースモニウムを組んだ公演も毎年多数開催されています。協会の方も大体の皆さん顔見知りですが、ここまで飛躍すると私以外のフォローも必要になるのでなるべく必要最低限に留めたいとは思いますが。

協会一覧
創作工房１１６
https://acsm116.com/

日本電子音楽協会
http://jsem.sakura.ne.jp/jsemwp/

アクースモニウムとは
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%A2%E3%83%8B%E3%82%A6%E3%83%A0

 
お客様を囲むように、スピーカーを数十個と空間上や天井も含めてあらゆる場所に配置し、
PA用のミキサーを使って、360度音の定位を動かし超立体的なサラウンドを演出する。
 
という空間芸術作品です。
 
これらの国内外代表的な作家さんなども知り合いにおりますので、人数制限をかけて最終的にはコンサートにしてもいいですし、
お客様参加型で作品作りをするということを含めたイベントにしても面白いかなと思いました。
 
 
参加型の場合
１、制作
音のなるもの（家にある日常雑貨のみでも可）の準備。
 
①録音
基本的には録音するための道具があれば可能で、レコーダー、スマホ、または、どこか会場が使えれば、事前にマイクを設置した簡易の録音部屋ブースを設置し、そこでの録音も可。
 
②編集（インストラクターがサポートに入ることも可能）　
参加人数によっては、60秒以内などの制限を設けて、制作。
恐らく２～３時間あれば完成に持っていけます。
 
③アクースモニウムの操作について学ぶ
実際は、適当にミキサーフェーダーを動かすだけでも一応音は動きますので特に難しい操作では無いです。
 
 
④発表会
会場の広さにより、定員を決める。或いは公演数を分けるなど調整。
ある程度の距離感を保ちながら。
 
参考　
アクースモニウムを使ったコンサートということで
過去に私が関わっていたイベント等の映像（主宰者は深いつながりがあるのでこちらからフォローの相談を持ちかけることも可能）

過去のアクースモニウムを使った公演
https://youtu.be/lv9BqfzRojQ
https://youtu.be/cnlSABJPmzc





